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コメント 

本研究は、原⼦核中において中間⼦の質量が変化することを
確認し、ハドロンの質量⽣成機構と考えられているカイラル対
称性の⾃発的破れが部分的に回復することの検証を⽬指すもの
である。特に φ 中間⼦の質量変化の運動量依存性を測定するこ
とで、理論計算がなされている運動量０での質量変化の測定を
可能とする。また、過去に⾼エネルギー加速器研究機構(KEK)
で⾏った E-325 実験の統計量を凌駕し、運動量依存性を測定す
ることで、質量変化を確定させる可能性が⾼い。これまで⼗分
な準備が⾏われているほか、J-PARC の実験審査委員会におい
て stage-2 で採択されており、2019 年の⾼運動量ビームライン
の整備とともに実験の開始がほぼ確定的である。ハドロンの質
量獲得機構の解明は、素粒⼦・原⼦核分野に残された重要な課
題であり、⼤きな研究成果が期待できる。 

  


